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　９　月１３日（土）、「板野町防災訓練」が行わ
れました。
　当日午前　8　時に町内で震度　6　強の地震を
観測し、避難所が開設されたとの想定で避難
訓練が行われ、町民の方や南小学校の児童等
約８００人が参加しました。
　避難所となった南小学校では、消防士によ
る救命処置訓練や、地震・けむり体験、消火
訓練などが実施され、皆さんは真剣な面持ち
で取り組まれていました。
　また、ボランティアグループや南小学校、
板野高校の生徒達が炊きだしを行い、できあ
がったカレーを試食していただきました。
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お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

大切な税金の使い道
【歳入総額】９５億９,１７２万円　【歳出総額】９２億４,８８４万円

　平成２５年度の一般会計、特別会計及び水道事業会計の決算が、町議会の９月定例会で認定されました。
　町民の皆さんが納めた税金などがどのように使われたのか、現在の板野町の財政がどのような状況なのかについての
概要を、『あせびちゃんと弁慶くんの家計簿』とともにお知らせします。
※　１万円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

　一般会計の歳入決算額は、６０億３,５７６万円で、前年度
と比べて２億３,８２０万円の減額（▲３.８%）となりまし
た。
　歳入額を財源別にみると、町税、使用料及び手数料
など町独自で調達できる自主財源が、前年度と比べて
７.１％増の３０億６,８５４万円で、歳入総額の５０.８％となり
ました。このうち皆さんに納めていただいた町税は歳
入全体の２６.３％を占めています。
　一方、国・県支出金や町債、地方交付税などの依存
財源は、前年度と比べ１２.９％減の２９億６,７２２万円で、歳
入総額の４９.２％となりました。このうち、地方交付税
は歳入全体の２７.０％を占めています。
　町税や使用料などの自主財源が歳入全体の半分以上
を占めてはいるものの、町の貯金にあたる基金の取り
崩しが歳入全体の約１割に上るなど、町の財政基盤の
脆弱さを表しています。

　歳出決算額は、５６億５,７７８万円で前年度と比べると
１億９,９３５万円の減額（▲３.４%）となりました。
　目的別では、学校給食センター建設事業などの教育
費が１億６,３１５万円、消防組合負担金や簡易備蓄倉庫
整備事業などの消防費が４,９９３万円増加し、総務費は
４億９６１万円、商工費は４,２５６万円それぞれ減額となり
ました。
　性質別でみると、補助費等が３,４５５万円、扶助費が
１,９６２万円それぞれ増加し、一方で普通建設事業費が
１億４,１８６万円、積立金が７,９３２万円の減額となりまし
た。なお、過去の大型事業に係る地方債の償還が終了
したため公債費が２,７４９万円減少し、地方債残高も起
債額が償還額を下回ったため２億４,９２４万円の減少と
なりました。
　財政状況は依然として厳しいですが、住民の生命・
財産を守り安全・安心の確保を最優先課題と位置づけ
た事業の推進を図ることで、町民一人ひとりが快適に
暮らせるよう財政運営に努めました。

歳 入一 般 会 計歳 出

●お問い合わせ●
総務課　☎６７２－５９８０
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「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）」第３条第１項に基づく健
全化判断比率及び同法第２２条第１項に基づく資金不足比率について次のとおり公表します。

状況・分析
基　準　値　　（%）比率

（%）
項　　　目 財政再生

基　　準
早期健全化
基　　　準

昨年度に引き続き、赤
字ではありませんで
した。

２０.００１５.００－
実質赤字比率

一般会計等における赤字
状態の深刻度を表す比率

健
全
化
判
断
比
率

３０.００２０.００－
連結実質赤字比率
赤字隠しを防ぐため、全
ての会計における赤字状
態の深刻度を表す比率

借入金返済額の減少
などにより、昨年度よ
り０.３％減少しました。

３５.０２５.０１２.４
実質公債費比率

借入金返済の資金繰りに
おける危険度を表す比率

昨年度に引き続き、比
率が算定されません
でした。

３５０.０－
将来負担比率

借入残高や他団体への負
担が将来財政をどの程度
圧迫するかを表す比率

昨年度に引き続き、両
事業とも資金不足額
は生じていません。

(経営健全化基準)
２０.０

－水　道　事　業資金不足
比率 －公共下水道事業
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●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

平成25年度決算
【

財　政　分　析　指　標
説　　　　　　　　　　明指標（前年度比）項　　　目

　財政構造の弾力性を判断するための指標。地方税・普通交付税など毎年決まって収入
される一般財源（経常一般財源）が、人件費・扶助費（医療費助成など）・公債費（借
入金の返済）のように毎年決まって支出される経費（経常的経費）にどの程度使われて
いるかを示す割合。 
　この比率が高いほど経常的経費が財政を圧迫し、財政構造の弾力性が低いといえる。

９２.９%（＋３.９）

２５.０%（＋０.９）うち人件費

１６.４%（△０.１）うち公債費

１１.７%（＋０.１）うち物件費

実質収支を標準財政規模で割った指標。通常３～５％が適当とされている。９.７%（＋１.０）実質収支比率

財政基盤の強さを示す指標。１を超えると普通交付税が交付されない。０.４８（＋０.０１）財政力指数

地方公共団体の標準的な一般財源の収入額を表す。３５億７,３２２万円（＋７,９３９万円）標準財政規模

経常収支比率

町民税（個人） 4億9,136万円 (1.4％減)
町民税（法人） 2億6,511万円 (7.9％減)
固定資産税 6億7,687万円 (0.7％減)
軽自動車税 3,515万円 (3.2％増)
町たばこ税 1億1,915万円 (4.8％増)

15億8,764万円 (1.7％減)
※　（　　）内は前年度比

納税額 113,695円 (1.3％減)
歳出額 405,169円 (2.9％減)

※　（　　）内は前年度比

平成26年3月31日現在　人口13,964人

納税額 288,086円 (2.2％減)
歳出額 1,026,634円 (3.8％減)

※　（　　）内は前年度比

平成26年3月31日現在　5,511世帯

合　計

*1 その他（自主財源）…寄附金、諸収入
*2 その他（依存財源）…利子割、配当割、株式等譲渡所得割、自動車取得税、地方特例、

交通安全対策特別の各交付金

60億3,576万円

自主財源

依存財源

町税
15億8,764万円
26.3％

繰入金
6億6,812万円

11.1％繰越金繰越金
4億1,684万円4億1,684万円
6.9％6.9％

地方交付税地方交付税
16億3,098万円16億3,098万円

27.0％27.0％

地方譲与税 8,231万円
1.4％

その他（自主財源）*1
6,824万円 1.1％

財産収入
1,062万円
0.2％

使用料・手数料
1億8,067万円
3.0％

2.3％

分担金・負担金
1億3,641万円

国庫支出金国庫支出金
3億9,642万円3億9,642万円

6.6％6.6％

県支出金県支出金
3億8,025万円3億8,025万円

6.3％6.3％

町債
2億9,717万円

4.9％

その他（依存財源）*2
6,630万円 1.1％

地方消費税交付金
1億1,381万円

1.9％

30億6,854万円30億6,854万円
50.8％50.8％

29億6,722万円29億6,722万円
49.2％49.2％

56億5,778万円
【性質別】

義務的経費

投資的経費

その他の経費

人件費
10億 658万円
17.8％

扶助費扶助費
7億1,692万円7億1,692万円
12.7％12.7％

公債費公債費
6億 983万円6億 983万円
10.8％10.8％

普通建設事業費
6億5,012万円

11.5％

物件費
6億7,771万円

12.0％維持補修費
1,459万円

0.3％

補助費等補助費等
8億8,998万円8億8,998万円

15.7％15.7％

積立金積立金
5億3,660万円5億3,660万円

9.5％9.5％

繰出金
5億5,180万円

9.8％

災害復旧事業費
364万円 0.1％

6,078円 (1.5％)

261円 (0.1％)

131,803円 (32.5％)

※ 特別会計繰出金及び基金積立金については、それぞれの目的別に振り分けて計上しています。

町民一人当たりに使った金額　405,169円

6,755円 (1.7％)

76,659円 (18.9％)

47,570円 (11.7％)

6,704円 (1.7％)

29,013円 (7.2％)

43,672円 (10.8％)

18,991円 (4.7％)

37,663円 (9.3％)

23億3,334万円23億3,334万円
41.2％41.2％

26億7,068万円26億7,068万円
47.2％47.2％

6億5,376万円6億5,376万円
11.6％11.6％

一般会計
歳　入

一般会計
歳　出

一般会計・特別会計・水道事業会計
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●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

一 般 会 計 の 主 な 実 施 事 業

第４次振興計画の実現に向けて取り組みました
　平成２５年度は「第４次振興計画」の９年目の年です。
４つの将来像ごとに、主な事業の成果などを紹介します。

■耕作放棄地及び遊休地整備事業  ……………６４０万円
■国営附帯県営農地防災事業  …………………６００万円
■西中富自歩道橋整備事業  …………………８,２６５万円
■町単独土木事業  ……………………………６,５１５万円
■し尿処理施設改修等事業  …………………３,９５５万円
■合併浄化槽設置助成事業   ……………………８９３万円
■役場庁舎太陽光パネル設置事業  …………１,６１６万円
■防犯灯整備・維持管理事業  …………………７３４万円
■資源ごみ等リサイクル推進事業  …………１,１５７万円
■町営住宅維持管理事業  ……………………２,８０８万円

 

■役場庁舎耐震改修等事業  …………………１,３９８万円
■東公会堂耐震改修等事業  …………………６,３５０万円
■東児童館増築事業  …………………………１,９７６万円
■児童手当給付事業  ………………………２億４７４万円
■子どもはぐくみ医療助成事業  ……………６,３９６万円 
■給食費半額補助事業  ………………………２,６６６万円
■障害福祉サービス事業  ………………２億８,１２０万円
■障害者自立支援給付事業  …………………３,８９７万円
■重度心身障害者医療費助成事業  …………４,２５５万円
■社会福祉協議会事業  ………………………２,８６０万円
■敬老会事業  …………………………………１,０８８万円
■健康増進法に基づく健診事業  ……………１,１４５万円 
■予防接種事業  ………………………………１,８１８万円
■消防防災体制強化事業  ……………………１,２６７万円
■消防団活動推進事業  …………………………８３９万円 

共に活きる体制づくり

 

■学校給食センター建設事業  …………１億３,４４７万円
■人権啓発推進事業  ……………………………１８８万円
■交通安全施設整備事業  ………………………２５０万円
■青少年健全育成運動推進事業  ………………６３０万円
■コミュニティ助成事業  ………………………２５０万円
■公会堂運営事業  ……………………………１,３６５万円
■幼稚園運営事業  ……………………………２,５６２万円
■学校運営事業  ………………………………６,３７９万円
■児童館運営事業  ……………………………３,０９６万円
■子ども外国語活動支援事業  …………………２４０万円
■体育施設管理運営事業  ……………………２,５９５万円
■町民プール改修事業  ………………………３,８６５万円
■Ｊリーグチーム（徳島ヴォルティス）応援事業
　　　  ……………………………………………３４０万円

 

■市町村連携コンサート（国文祭成果継承）事業
　　　  ……………………………………………９５５万円
■あさんフェスティバル開催事業  ……………３０５万円
■農地整備事業  …………………………………８００万円
■とくしま明日の農林水産業づくり事業  ……９７７万円
■農業者戸別所得補償推進事業  ………………１８１万円
■新規就農総合支援事業  ………………………４５０万円
■有害鳥獣被害対策等事業  ……………………４７０万円
■消費者生活対策事業  …………………………４６１万円
■あせび温泉やすらぎの郷運営事業  ………７,０２９万円
■町内限定プレミアム付商品券発行費補助事業
　　　  ……………………………………………３００万円
■歴史文化公園運営事業  ……………………３,５０４万円

やすらぎと誇りを創る人づくり

にぎわいが行き交う文化圏づくり

暮らしがいきづく町づくり

がんばる板野町への応援、
　大変ありがとうございます。
みなさまからの温かいご寄附に心より感謝します。

活　用　事　業金　　額件　数板 野 町 の 取 り 組 み

町単独土木事業３０,０００円１件○暮らしがいきづく町づくり

徳島ヴォルティス応援事業３０,０００円１件○やすらぎと誇りを創る人づくり

６０,０００円２件合　　　　計

◆寄附金額◆　（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日）
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●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

平成２５年度  板野町の基金の状況

平成２５年度  板野町の地方債の状況

＊災害復旧事業債は、農林水産業債及び土木債に含めています。
＊総務債には、減税補てん債や臨時税収補てん債及び臨時財政対策債を含めています。
＊平成２５年度末現在高合計額のうち ４４億９,０６５万円は、地方交付税として後年度に国から補てんされます。
　　（一般会計債分 ３５億１,６２３万円、公営企業（下水道事業）債分 ９億７,４４２万円）

目　　　的平成２５年度末
現在高

平成２５年度増減額平成２４年度末
現在高区　　　分

取 崩 額積 立 額

長期にわたる財政の健全な運営５億６,２７１万円－２０万円５億６,２５１万円財政調整基金

公債費の元利償還金・繰上償
還資金への充当６億６,４４５万円４億４,１７７万円２億６,０００万円８億４,６２２万円減債基金

役場庁舎の改築及び土地の取得９億３,１００万円１,０００万円３,０００万円９億１,１００万円役場庁舎改築等基金

町の公共施設の整備充実５億３,２７５万円２億３００万円２億４,６１０万円４億８,９６５万円公共施設等整備基金

町の特性を活かした個性豊か
な地域づくり、地域の活性化３億７,１９４万円－１８万円３億７,１７６万円地域づくり推進基金

吉野川北岸農業用水事業の
推進、地域農業の再編成２,５１８万円－１万円２,５１７万円吉野川北岸農業用水

推進事業基金
産業団地の洪水調整池、水路溝等防災施設
の保全管理及び企業立地促進奨励金の交付２億６,７４３万円４３万円３万円２億６,７８２万円産業振興資本管理基金

あせび温泉やすらぎの郷の
改築８,６３６万円２５万円３万円８,６５８万円あせび温泉やすらぎの郷

改築等基金
町の特性に応じた高齢者保健
福祉の増進、地域在宅福祉の向
上と健康づくり等の事業推進

１億８,９７５万円－５万円１億８,９７０万円高齢者保健福祉基金

３６億３,１５７万円６億５,５４５万円５億３,６６０万円３７億５,０４２万円合　　　計

平成２５年度末
現在高

平成２５年度増減額平成２４年度末
現在高区　　　分

元金償還額発 行 額

４５億５,０６３万円５億４,６４１万円２億９,７１７万円４７億９,９８７万円

２億２,７７２万円８,５７５万円－３億１,３４６万円民生債

１億４,７５２万円１,８３６万円－１億６,５８７万円公営住宅債

２,１８３万円１,０６５万円－３,２４７万円衛生債

２億７,５２２万円３,１００万円５１０万円３億１１１万円農林水産業債

６億４,３９２万円１億４,９６８万円３,４１０万円７億５,９４９万円土木債

４,９５５万円１,３４２万円７４０万円５,５５６万円消防債

２億６,２８５万円８,１９０万円－３億４,４７５万円教育債

２９億２,２０４万円１億５,５６６万円２億５,０５７万円２８億２,７１２万円総務債

２８億４,０４２万円１億２,２６２万円１億３,１１０万円２８億３,１９３万円

８億７,３５４万円５,２７１万円４,４００万円８億８,２２５万円水道事業債

１９億６,６８８万円６,９９１万円８,７１０万円１９億４,９６８万円下水道事業債

７３億９,１０５万円６億６,９０２万円４億２,８２７万円７６億３,１８０万円合　　　計

一般会計債

公営企業債
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●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

板野町の財政を一般家庭に例えると…
町の財政をわかりやすくするために、

平成２５年度一般会計決算を家計簿にしてみました。
【町の財政にはいろいろな収入や支出があり、普通の家庭の家計とは仕組
みが異なりますが、数値を千分の１に置き換えてつくっています】

　あせびちゃんと弁慶くんちの平成２５年度の支出は、食費や医療費・借金の返済など必ず支払わなければならない
「義務的経費」が２３４万円、家や庭の建築・改修など自分の資産を増やすための「投資的経費」が６５万円、生活費や
車などの修理代、子どもへの仕送り等の「その他の経費」が２６７万円で、合計すると年間の支出は５６６万円（対前年
度比△２０万円）でした。
　一方、基本的な収入は「給料(基本給・諸手当)」と「パート収入」及び「親からの仕送り」で５０７万円と昨年度
から１３万円の減額となり、５９万円の収入不足が生じました。基本的な収入が減少した主な要因は、給料（諸手当）や
パート収入などが減少したためです。また、収入不足が生じた主な要因としては、基本的な収入が減少したことに
加え、支出面で生活費や医療費が増加したことが挙げられます。
　収入の不足分は、「借金」や「貯金の取り崩し」をすることで何とかやりくりし、支出面
でも「食費」や「子どもへの仕送り」を抑えた結果『３８万円』の黒字となりましたが、取
り崩した貯金を積み戻すまでには至りませんでした。
※　公債費や町債の残高は減少しましたが、現在行われている給食センターの建設、保育
所をはじめとする既存施設の耐震化も喫緊の課題であり、扶助費も増加し続けているこ
とから、人件費や物件費などの更なる経費削減を図るとともに、町税の徴収率向上など
財源確保を図ることで、堅実な財政運営に努めます。

あせびちゃんと弁慶くんの家計簿
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●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

平成２５年度  特別会計等の収支状況

国　 民　 健　 康　 保　 険

歳入合計
15億4,735万円

国庫支出金
5億1,133万円

(33.0％)

国保税
3億5,012万円

(22.6％)

前期高齢者交付金前期高齢者交付金
2億3,415万円2億3,415万円

(15.1％)(15.1％)

繰入金繰入金
1億6,856万円1億6,856万円

(10.9％)(10.9％)

県支出金県支出金
1億108万円 (6.5％)1億108万円 (6.5％)

高額共同事業
6,807万円

(4.4％)

その他 45万円 (0.1％)

療給交付金療給交付金
1億176万円1億176万円

(6.6％)(6.6％)

歳入欠陥補填収入
1,183万円

(0.8％)

保険給付費
11億4,040万円

(73.7％)

後期高齢者支援金後期高齢者支援金
1億9,556万円1億9,556万円

(12.6％)(12.6％)

介護納付金介護納付金
9,179万円9,179万円

(5.9％)(5.9％)

共同事業拠出金
2,729万円 (1.8％)

総務費
3,239万円 (2.1％) 前年度繰上充用金

3,495万円 (2.3％)

歳出合計
15億4,735万円

保健事業その他
2,497万円 (1.6％)

年間平均被保険者数３,８０７人　１人当たり年間医療費（町国保負担分）２９９,５５３円となっています。

　
本
町
国
保
の
被
保
険
者
は
、
二
十
五
年
度
平
均
被
保

険
者
数
三
千
八
百
七
人
（
一
般
被
保
険
者
三
千
五
百
四

十
八
人
、
退
職
被
保
険
者
二
百
五
十
九
人
）
と
な
り
前

年
度
よ
り
十
四
人
、
〇
・
四
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
、
歳
出
の
総
額
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
、
前
年

度
よ
り
歳
出
が
一
・
四
％
増
加
し
た
も
の
の
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
五
千
万
円
を
含
む
歳
入
が
三
・
三
％

増
加
し
た
た
め
、
翌
年
度
会
計
か
ら
の
補
填
が
必
要
と

な
る
収
入
不
足
額
は
千
百
八
十
三
万
円
と
、
前
年
度
か

ら
二
千
三
百
十
一
万
円
減
少
し
ま
し
た
。　

　
歳
出
は
、
保
険
給
付
費
が
前
年
度
よ
り
二
・
〇
％
、

後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
の
増
加
に
伴
い
支
援
金
が

四
・
四
％
、
介
護
給
付
費
の
増
加
に
伴
い
介
護
納
付
金

が
二
・
七
％
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

昨
年
度
よ
り
合
計
二
千
六
百
六
十
二
万
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
歳
出
の
増
加
に
伴
い
、
国
及
び
県
交
付
金

が
前
年
度
よ
り
八
・
八
％
、
県
内
市
町
村
間
の
共
同
事

業
交
付
金
が
二
十
一
・
七
％
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
の

医
療
費
等
に
係
る
前
期
高
齢
者
交
付
金
が
十
三
・
二
％

増
加
し
ま
し
た
。

　
国
保
会
計
は
、
ご
加
入
者
の
保
険
給
付
費
の
他
、
後

期
高
齢
者
医
療
給
付
費
や
介
護
給
付
費
の
増
加
も
全
て

影
響
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
板
野
町
の
国
保

会
計
に
お
い
て
は
、
三
年
連
続
で
歳
入
不
足
が
生
じ
て

お
り
、
翌
年
度
会
計
か
ら
借
り
入
れ
る
前
年
度
繰
上
充

用
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
お
一
人
お
一
人
が
健
康
に
留
意
し
て
医
療
費
適
正
化

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度

　
　
 国
保
決
算
の
概
要

一般会計からの繰入差　引　額歳出決算額歳入決算額区　　　　　分
１億６,８５６万円０万円１５億４,７３５万円１５億４,７３５万円国民健康保険

特別会計

０万円１２２万円１,２１９万円１,３４０万円住宅新築資金等貸付事業
１４万円０万円９５万円９５万円奨学金貸与事業

４,１９７万円１,１３３万円１億２,０４７万円１億３,１８０万円後期高齢者医療
１億９,６７６万円４９５万円１２億２,２８３万円１２億２,７７７万円介護保険（保険事業）

０万円５１８万円９６４万円１,４８３万円介護保険（サービス事業）
１億４,４３６万円１２万円３億２,９４３万円３億２,９５５万円公共下水道事業

企業会計
０万円２４万円２億２,６９６万円２億２,７２０万円水道事業

（収益的収入及び支出）

５億５,１８０万円２,３０４万円３４億６,９８２万円３４億９,２８６万円合　　　　　計

医療給付費など一定のルールに基づき負担する経費のほか、収支の均衡を図るために保険料や使用料を充当してもなお不
足する経費などを一般会計から繰り入れています。
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歳入合計
1,340万円

貸付金元利収入
1,190万円
(88.8％)

県支出金・諸収入県支出金・諸収入
28万円 (2.1％)28万円 (2.1％)

前年度繰越金前年度繰越金
122万円 (9.1％)122万円 (9.1％)

歳出合計
1,219万円

一般会計繰出金
1,182万円
(97.0％)

事務費 37万円
(3.0％)

歳出合計
1億2,047万円

後期高齢者医療広域連合納付金
1億1,974万円

(99.4％)

総務管理費 60万円 (0.5％) 諸支出金 7万円 (0.1％)
徴収費 6万円 (0.1％)

歳入合計
1億3,180万円

後期高齢者医療保険料
8,808万円
(66.8％)

諸収入・その他 8万円
(0.1％)

一般会計繰入金一般会計繰入金
4,197万円4,197万円
(31.8％)(31.8％)

前年度繰越金
166万円 (1.3％)

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
●平成２５年度板野町後期高齢者医療事業概要
　高齢者の健康保持と増進のため、被保険者の資格管理や医療給付金等の窓口業務を行い、医療費の適正化に努め、健全な
医療給付を推進しました。
　平成２５年度末現在の被保険者数は１,９７９人です。

歳入合計
95万円

貸付金元利収入
82万円
(85.4％)

歳出合計
95万円

一般会計繰出金
82万円
(85.4％)

貸付事業費貸付事業費
14万円14万円
(14.6％)(14.6％)

一般会計繰入金一般会計繰入金
14万円14万円
(14.6％)(14.6％)

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業
●平成２５年度板野町住宅新築資金等貸付事業概要
　地域改善対策事業の一環として、住宅新築資金などの貸し付けを行うための会計です。
　現在、貸付事業は終了しており、主に貸付金の集金業務などを行っています。

奨　 学　 金　 貸　 与　 事　 業
●平成２５年度板野町奨学金貸与事業概要
　経済的理由により修学が困難な者に対して奨学金を貸与し、経済的負担の軽減を図るとともに教育を受ける機会を等し
く与えるための会計です。
　平成２５年度末の貸付件数は、２１件（高校生１３名、大学生(県内外)８名）でした。
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介 護 保 険 事 業
　
本
町
の
介
護
保
険
被
保
険
者
数
は
、
二

十
五
年
度
末
現
在
で
三
千
八
百
六
十
七
人

で
総
人
口
の
二
十
七
・
八
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

者
は
八
百
八
人
（
前
年
比
二
・
五
％
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
軽
度

認
定
者
と
さ
れ
る
要
支
援
一
か
ら
要
介
護

二
ま
で
の
認
定
者
が
全
体
の
七
十
一
％
、

重
度
認
定
者
と
さ
れ
る
要
介
護
三
か
ら
要

介
護
五
ま
で
の
認
定
者
が
全
体
の
二
十
九

％
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
・
歳
出
の
総
額
は
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
、
前
年
度
よ
り
歳
入
で
一
・
九
％
、

歳
出
で
三
・
九
％
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
、
全
体

で
十
一
億
二
千
九
百
十
一
万
六
千
円
で
し

た
。
そ
の
内
訳
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
七

億
一
千
二
百
九
万
円
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
が

四
億
一
千
七
百
二
万
五
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

　
自
宅
に
訪
問
し
て
も
ら
っ
て
受
け
る
訪

問
系
サ
ー
ビ
ス
が
〇
・
五
％
減
、
施
設
に

通
っ
て
受
け
る
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
が
九
・

〇
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
給

付
費
に
お
い
て
は
二
・
七
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
介

護
を
予
防
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
施
し

て
い
る
地
域
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
一

千
百
七
万
二
千
円
（
前
年
比
四
・
二
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
差
引
に
よ
る
繰
越
金
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
負
担
金
や
支
払
基
金
交
付
金

へ
の
返
還
金
に
充
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み
は
、
保
険
・

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
利
用

で
き
る
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
あ

り
、
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
で
利
用
者
と

し
て
の
権
利
を
得
て
、
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を

選
ん
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
で
き
る
だ
け
介
護
が
必
要
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」、「
も
し
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

介
護
予
防
事
業
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　
自
立
し
た
生
活
に
向
け
、
事
業
所
を
適

切
に
選
び
、
自
分
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
制
度
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
に
、
被
保
険
者
お
一

人
お
一
人
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

歳出合計
12億2,283万円

保険給付費
11億2,912万円

(92.3％)

総務費
5,413万円

(4.4％)

諸支出金 777万円 (0.6％)
基金積立金
2,074万円 (1.7％)

地域支援事業費 1,107万円 (0.9％)

歳入合計
12億2,777万円

支払基金交付金
3億2,833万円

(26.7％)

その他 36万円
(0.1％)

繰入金
1億9,894万円

(16.2％)

前年度繰越金
2,844万円 (2.3％)

保険料
2億1,180万円

(17.2％)

国庫支出金
2億9,427万円

(24.0％)

県支出金
1億6,564万円

(13.5％)

■要介護（要支援）認定者数（平成２５年度末現在）
計要介護５要介護４要介護３要介護２要介護１要支援２要支援１
７９０６６７５８６９３１５０１４７１７３第１号被保険者
９７４８１０９２２２２２２（６５歳以上７５歳未満）
６９３６２６７７６８４１２８１２５１５１（７５歳以上）

１８３１３５１２３第２号被保険者
（４０歳以上６５歳未満）

８０８６９７６８９９８１５１１４９１７６総　　　　数

平
成
二
十
五
年
度

介
護
保
険
決
算
の
概
要



いたの　すがお
2014年11月号

１０

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

配水給水費
2,277万円
(10.0％)

業務費 843万円 (3.7％) 特別損失 81万円 (0.4％)

収益的支出
2億2,696万円

原水浄水費
5,484万円
(24.2％)

総係費
3,997万円
(17.6％)

2,296万円2,296万円
(10.1％)(10.1％)

その他営業収益
100万円 (0.4％)

営業外収益 23万円 (0.1％) 特別利益 9万円 (0.1％)

減価償却費
7,718万円
(34.0％)

収益的収入合計
2億2,720万円

給水収益
2億2,588万円

(99.4％)

合計

資本的収入合計
1億1,311万円

企業債
4,400万円
(38.9％)

損益勘定留保資金等損益勘定留保資金等
6,133万円6,133万円
(54.2％)(54.2％)

県補助金 470万円
(4.2％)

加入金 308万円 (2.7％)

資本的支出合計
1億1,311万円

建設改良費
6,040万円
(53.4％)

企業債償還
5,271万円
(46.6％)

企企業債利業債利息息

公　 共　 下　 水　 道　 事　 業
●平成２５年度板野町公共下水道事業概要
　大寺字郡頭地区、犬伏字大柳地区、吹田字町西地区で下水道工事を実施しました。
　また、工事完了区域において下水道が使用できるよう、供用開始しました。

上　  水　  道　  事　  業

歳入合計
3億2,955万円

繰入金
1億4,906万円

(45.2％)国・県支出金
7,202万円
(21.9％)

使用料等 1,901万円
(5.8％)

町債
8,710万円
(26.4％)

その他（財産収入、諸収入、繰越金）
236万円 (0.7％)

歳出合計
3億2,943万円

建設費
1億7,236万円

(52.3％)

総務費
4,307万円
(13.1％)

公債費
1億694万円

(32.5％)

その他 706万円 (2.1％)

比較増減平成２４年度平成２５年度単位事　項

１４５,１２８５,１４２戸給 水 戸 数

△ ６９１３,７９３１３,７２４人給 水 人 口

△ ７,２２９２,４８５,１８８２,４７７,９５９㎥年間配水量

０.５７７.５７８.０％有 収 率

●平成２５年度板野町上水道事業概要
　板野町水道事業の経営については、収益的収支では、収
益の確保と費用の削減に努めた結果、２３６,０３５円の当年度純
利益となりました。
　事業関係では、下庄地区において石綿管の布設替工事を
実施、松谷川改修工事に伴う配水管の移設工事も実施しま
した。
　また、大坂配水池への送水管布設替工事を実施しました。



いたの　すがお
2014年11月号

１１

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

▲町内小・中学校の児童生徒による
　敬老作文発表

　９月１５日、文化の館さくらホールにおいて板野町敬老会が開催さ
れ、３５０人の方に出席をいただきました。
　今年度１００歳を迎える永井ヒサノさんに内閣総理大臣からの祝状と
記念品が伝達され、引き続き９５歳、９０歳、米寿、８０歳の節目の方、ダ
イヤモンド婚及び金婚を迎えられた皆様に記念品が贈られました。
　町内小・中学校の児童生徒による敬老作文の発表や、新ばし連によ
る阿波踊りが披露され、出席された皆さんはとても楽しいひとときを
過ごされていました。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老平成２６年度　板野町敬老会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
板
野
町
最
長
寿
者
で
あ
る
島
本

シ
ゲ
コ
さ
ん
（
大
寺
）
が
、
平
成

二
十
六
年
九
月
十
八
日
、
百
七
歳

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。『
敬
老
の

日
』
に
あ
た
り
、
徳
島
県
知
事
か

ら
祝
状
と
祝
い
金
、
板
野
町
長
か

ら
も
祝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
取
材
後
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。） 板野町最長寿者

島本シゲコさん

板野町最長寿者

島本シゲコさん

板野町最長寿者

島本シゲコさん

新ばし連の阿波踊り▶

　
板
野
町
で
は
、
役
場
で
の
各
種
手
続
き
や

町
民
生
活
に
役
立
つ
「
行
政
情
報
・
地
域
情

報
」を
満
載
し
た
便
利
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
板

野
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
、
民
間
事
業
者

「
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
」
と
協
働
で
作
成
し
、
平

成
二
十
七
年
二
月
に
発
行
し
ま
す
。
七
月
八

日
、
板
野
町
役
場
で
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
が
広
告
主
を
募
集
し
、
そ
の
広
告
費
で
印

刷
・
製
本
・
配
布
す
る
た
め
、
行
政
の
財
政

負
担
を
伴
わ
ず
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
広
告
主
募
集
の
た
め
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

担
当
者
が
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
徳
島
支
店

    ☎
六
二
三－

〇
五
三
〇

「板野町暮らしの便利帳」
民間業者と協働発行

「板野町暮らしの便利帳」
民間業者と協働発行

広告主を
　　募集しています
広告主を
　　募集しています

▲永井ヒサノさんに祝い状が贈られました



いたの　すがお
2014年11月号

１２

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

☆　小型特殊自動車　☆
　　平成２７年度分から、税額を約１．２５倍に引き上げます。

お問い合わせ　役場税務課　☎６７２－５９８３

いずれも平成２６年１２月１日（月）が第４期の納期限となっておりますので、
納め忘れのないよう納付方よろしくお願いします。
なお、口座振替の方は残高の確認をお願いします。

国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

◆◇◆　軽自動車税は毎年４月１日現在の所有者等に、その年度分を課税します。◆◇◆

平成２７年度～現行の税額車　種　区　分

２,０００１,６００ 農耕作業用小型特殊
自動車 ５,９００４,７００ その他

（円）

（円）
改正後の税額③改正後の税額②現行の税額①車　種　区　分

４,６００３,９００３,１００三輪（６６０㏄以下）

軽自動車
１２,９００１０,８００７,２００自家用

乗用四
　
輪

８,２００６,９００５,５００営業用
６,０００５,０００４,０００自家用

貨物
４,５００３,８００３,０００営業用

☆　軽四輪等（三輪以上の軽自動車）　☆
　　現行の税額①について
　　①　平成２７年３月３１日までに最初の新規検査を受けた車両で、新規検査から１３年を経過する

まで適用されます。
　　改正後の税額②について
　　②　平成２７年４月１日以降に最初の新規検査を受ける車両で、新規検査から１３年を経過する

まで適用されます。
　　改正後の税額③について
　　③　平成２８年度以後、最初の新規検査から１３年を経過した軽四輪等について、概ね２０％の重

課を導入します。     ※※ 平成２８年度は、平成１４年以前が重課税対象となります。 ※※
　　　　【初度検査年月については、車検証中央上部に記載されていますので、ご確認ください。】

☆　原動機付自転車・二輪の軽自動車及び二輪の小型自動車　☆
　　平成２７年度分から、税額を約１．５倍（最低額２，０００円）に引き上げます。

平成２７年度～現行の税額車　種　区　分

２,０００１,０００ ５０㏄以下

原動機付
自転車

２,０００１,２００ ５０㏄超９０㏄以下
２,４００１,６００９０㏄超１２５㏄以下
３,７００２,５００ミニカー
３,６００２,４００軽二輪（１２５㏄超２５０㏄以下）
６,０００４,０００二輪の小型自動車（２５０㏄超）

（円）

◆◇◇◆◆◇◇◆　軽自動車税が変わりま軽自動車税が変わりますす ◆◇◇◆　◆◇◇◆



いたの　すがお
2014年11月号

１３

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

　
六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
、
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
、
所

得
税
、
町
県
民
税
の
申
告
の
際
に
、
障
害

者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

　
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の

十
二
月
三
十
一
日
現
在
（
対
象
年
中
に
死

亡
さ
れ
た
場
合
は
、
死
亡
日
現
在
）、
次
の

①
、
②
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

　①
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
板
野
町
の
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
（
注
１
）

　②
要
介
護
認
定
審
査
時
の
「
主
治
医
意
見

書
」
ま
た
は
「
認
定
調
査
票
」
の
「
日

常
生
活
自
立
度
」
欄
に
一
定
以
上
の
記

載
が
あ
る
こ
と
（
注
２
）

　　
（
注
１
）
要
支
援
１
、
要
支
援
２
の
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
（
注
２
）
要
介
護
１
以
上
で
あ
っ
て
も

交
付
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

申
請
手
続
き

　
本
人
ま
た
は
そ
の
親
族
に
限
り
ま
す
。

申
請
書
は
福
祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す
。

　申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
者
の
印
鑑

・
対
象
者
の
印
鑑

　（
申
請
者
と
対
象
者
が
異
な
る
場
合
）

・
対
象
者
の
「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」

・
親
族
が
申
請
す
る
場
合
は
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の

　申
請
の
必
要
が
な
い
場
合

①
す
で
に
同
程
度
の
障
害
区
分
に
該
当
す

る
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
等
を
お
持
ち

の
方
（
手
帳
の
提
示
に
よ
り
障
害
者
控

除
を
受
け
ら
れ
ま
す
）

②
本
人
、
扶
養
者
が
所
得
税
、
町
県
民
税

の
い
ず
れ
も
非
課
税
の
場
合

　お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
六

　板野町では、今年も１１月を「町
税や国保税、また水道使用料・
住宅使用料・住宅新築資金等貸
付金などの徴収月間」と定め、
督促状や催告通知書を発送させ
ていただくとともに、一部のご
家庭につきましては、町職員が
町税納付や納付相談のため、直
接ご家庭を訪問させていただく
予定としております。
　ご理解とご協力をよろしくお願
いいたします。

「町税や国保税、ま
た水道使用料・住宅
使用料・住宅新築資
金等貸付金などの納
付」について
（臨戸徴収）

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付付

「県下一斉徴収強化月間
（11月～12月）」について（徳島県）
「県下一斉徴収強化月間
（11月～12月）」について（徳島県）
　地方税は、私たちの生活に身近な行政サービスを賄うため、そ
の地域に住む住民等の皆さんに広く共同して負担していただくも
のであり、地域社会を支える重要な財源となっています。
　しかし、この税の収入未済額が増加していることから、税の公
平性の確保からも、その縮減が県・市町村の双方にとって喫緊の
課題となっています。
　そこで、徳島県と県内全市町村は、今年度新たに「徳島県地方
税徴収対策連絡会議」を設立し、両者が連携を密にして、共通す
る課題の解決策や協働行動等についての検討を深めていくことと
しました。
　また、この取組の一環として、新たに、１１～１２月を「県下一斉
徴収強化月間」と設定し、県と市町村が連携した徴収対策を集中
して実施、広報することにより、徴収率の向上と収入未済額の縮
減を図るとともに、地域社会に滞納を許さない気運を醸成し、新
規滞納の抑制を図ってまいります。
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●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

板野・わかば保育園
平成２７年度　園　児　募　集

板野 わかば保育園
平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度　平成２７年度　園　児　募　集

募集人員     板野保育園　１２０名　　板野わかば保育園　６０名
受付期間     平成２６年１１月１７日（月）～１２月１９日（金）まで
該当する乳幼児
      ・平成２１年４月２日～平成２６年４月１日までに生まれた幼児
      ・平成２６年４月２日～平成２６年８月１日までに生まれた乳児
      ・板野町保育園設置及び管理に関する条例の規定により保育に欠ける児童と認められる者
入園申込
　　必要な書類は、各保育園または役場住民課に用意してあります。
　　同一世帯の２人以上の児童が申し込む場合は、それぞれ児童ごとに申込書を提出してください。
　　詳しいことは、役場住民課・各保育園でお尋ねください。

お問い合わせ　板野保育園　☎６７２－２１０１　　板野わかば保育園　☎６７２－３５００
　　　　　　役場住民課　☎６７２－5984

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
平成２６年１０月１日より高齢者用肺炎球菌ワクチンが

定期の予防接種になりました
　肺炎は、日本人の死因の第３位であり、死亡者の９５％以上が６５歳以上の方です。肺炎で一番多い
病原菌は肺炎球菌です。肺炎球菌ワクチンを接種しておくと、肺炎の予防や肺炎にかかっても軽い
症状ですむ効果が期待されます。
平成２６年度接種対象者（ただし、接種時に板野町に住民票を有する方）
①平成２６年度に次の年齢になる方 ②接種日において６０歳以上６５歳未満の方

で、心臓、腎臓又は呼吸器機能に障がい
のある方及びヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能に障がいがある方→健康
相談室（町民センター内）へ申請が必要
です。　

※注意事項
　すでに一度でも高齢者用肺炎球菌ワクチンを
接種されたことのある方は再接種による注射部
位の疼痛・紅斑・硬結などの頻度や重症度が増
すため定期接種の対象外となります。

※平成２７年度から平成３０年度までは、該当する年度に６５歳・７０歳・７５歳・
８０歳・８５歳・９０歳・９５歳・１００歳となる方が１人１回、対象となります。

対象年月日年齢
昭和２４年４月２日生～昭和２５年４月１日生６５歳
昭和１９年４月２日生～昭和２０年４月１日生７０歳
昭和１４年４月２日生～昭和１５年４月１日生７５歳
昭和９年４月２日生～昭和１０年４月１日生８０歳
昭和４年４月２日生～昭和５年４月１日生８５歳
大正１３年４月２日生～大正１４年４月１日生９０歳
大正８年４月２日生～大正９年４月１日生９５歳
大正３年４月２日生～大正４年４月１日生１００歳

大正３年４月１日以前の生まれ１０１歳以上

（実施期間）平成２７年３月３１日まで
（接種を受けることができる医療機関）　県内の契約医療機関
（接種回数）１回（この期間に接種できなかった場合は全額自己負担になります。）
(自己負担金）４，０００円（生活保護世帯に属する方は無料）
　　　　　　　　　（※接種代金８，１３９円のうち４，１３９円を補助します。）
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●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

　高齢化社会をむかえ、遺産相続問題は、相続
税法の改正もあり、相続関係者にとって重要な
問題となっております。
　東公会堂では、次のとおり公開講座を開催し
ますので、お気軽にご参加ください。　
　と　き　１１月２８日（金）
　　　　　午後１時３０分～２時３０分
　テーマ　講義「財産問題について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　宮本茂税理士事務所　宮本　　茂
　ところ　板野町東公会堂

　参加費　無料

　対象者　どなたでも参加できます　
●お問い合わせ●

板野町東公会堂　☎６７２－２０１６

公開講座公開講座のの
ご案ご案内内

東
公会堂

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

季節性インフルエンザ予防接種を実施します

　板野町に住民登録がある方で、
　①　６５歳以上の方
　②　６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓又は呼吸器機能に障がいがある方（日常生活が極

度に制限される程度の障害）及びヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障がいがある
方（日常生活がほとんど不可能な程度の障害）

　　　前記①、②以外の方は、任意予防接種となり全額自己負担になります。

対象　対象者者

　①　健康手帳（お持ちでない方には、接種済証を交付します）、保険証（本人確認のため、ご持参ください）
　②の方は、健康手帳、身体障害者手帳（又は医師の診断書）

接種当日持参するも　接種当日持参するものの

　平成２６年１１月１日から平成２７年１月１５日まで（但し、ワクチンがなくなり次第終了になります。）
実施期　実施期間間

※接種費用は医療機関によって異なります。接種を希望される方は各医療機関にお問い合
わせください。接種代金のうち町が２，１００円を補助します。
※６５歳以上の生活保護世帯の方は接種代金のうち町が３，７００円補助します。医療機関の窓
口にて申請してください。

〈接種を受けることができる医療機関〉
電話番号住　所医療機関名電話番号住　所医療機関名
６７２－００５２大　寺豊岡医院６７２－１１８５犬　伏井上病院
６７２－５１４８下　庄ファミリークリニックしんの６７２－５６３０那　東近藤内科医院
６７２－４９７０西中富福島内科６７２－０１７６吹　田三愛内科
６７２－６６１８羅　漢みやざき内科診療所６７２－０５７１下　庄新野医院

６７２－０１７４大　寺竹本内科

●お問い合わせ●
役場福祉保健課
健康相談室

（町民センター内）
☎672－5580

　１２月４日～１０日は、人権週間です。『みんな
で築こう　人権の世紀～考えよう相手の気持
ち、育てよう思いやりの心～』を重点目標とし
て、一人ひとりの人権意識を高めるため様々な
人権啓発活動を行っています。　

●日　時●

１２月１日（月）　
●町内巡回　午前９時～
　広報車による町内巡回啓発と大型量販店で特
設人権相談所案内チラシと共に啓発物品の配布　
●特設人権相談　午後１時３０分から４時
　　　　　　　　町民センター２階小会議室　

●お問い合わせ●
役場人権コミュニティ課

☎６７２－５９８８

第６６回人権週第６６回人権週間間
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●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

『該当地域に
　土砂災害ハザードマップを配布します』

土砂災害土砂災害
に備えて

避難所を開設する際は、防災行政無線やホームページで周知します。
台風など風水害（吉野川氾濫時は除く）の際に
まず開設される避難所は右の５カ所です。

① 日頃からの確認
　　土砂災害警戒区域や避難場所等を確認しておきましょう

② 土砂災害の種類と前兆現象
　　がけ崩れ・土石流・地すべりを総称して「土砂災害」といいます。

④ 各種情報の伝達経路
　　雨が強くなってきたら、積極的に雨量情報や
予報、警報などの情報を入手しましょう。

⑤ 避難所（場所）

③ みなさんがとるべき行動
　　＊避難情報等が発表される前でも、前兆現象等により危険を感じたら急いで避難行動を開始してください

土砂災害警戒区域や避難場所等を確認しておきましょう

② 土砂災害の種類と前兆現象

土砂災害警戒区域が周辺にある地域（東・西地区 のうち、「山間部や山すそ」の該当地域）に
　今月号すがおに折り込みで「土砂災害ハザードマップ」を配布しています。
※該当のない地域には配布していません。
※「土砂災害ハザードマップ」等は、板野町ホームページ（下記URL参照）や役場総務課でも確認できます

地中にしみ込
んだ水分が土
の抵抗力を弱
め、雨や地震
などの影響に
よって急激に
斜面が崩れ落
ちる現象です。

がけ崩れ
（急傾斜地の崩壊）

・要援護者等の避難行動に時間を要する方は、避難行動（避難支援者は支援活動）を開始しましょう。
・上記以外の方は、気象情報等に注意を払い、立ち退き避難の必要について考え、非常持ち出し品の用意等、
避難準備を開始しましょう。

・立ち退き避難途中の方は、確実な避難行動を直ちに完了しましょう。
・まだ立ち退き避難をしていない方は、直ちに避難行動に移るとともに、しそびれた場合は生命を守る最低限
の行動をとりましょう。

避難準備情報

・通常の行動が可能な方は、避難所へ立ち退き避難をしましょう。避難勧告

避難指示

前兆現象
○がけからの水が濁る。
○がけに亀裂が入る。
○小石がぱらぱら落ちてくる。

山腹、川底の
石や土砂が長
雨や集中豪雨
などによって一
気に下流へと
押し流される
現象です。

土石流

前兆現象
○山鳴りがする。
○雨が降り続いているのに、川の
水位が下がる。

○急に川の流れが濁り、流木が
混ざっている。

斜面の一部あ
るいは全部が
地下水の影響
と重力によって
ゆっくりと斜面
下方に移動す
る現象です。

地すべり

前兆現象
○地面に亀裂、段差ができる。
○樹木が倒れる。
○斜面から水がふき出す。

「避難準備情報・避難勧告・避難指示」
防災行政無線、メール、電話、戸別訪問、
広報車、エーアイテレビ、ラジオなど

土砂災害警戒区域や土砂災害危険箇所等の情報については、板野町ホームページでも確認できます！
　自分の住んでいる場所にどのような危険が予測されているのか確認し、いざというときにどのような行動をとるの
かを決めておきましょう。
　○ 板野町ホームページ　http://www.town.itano.tokushima.jp/
　○ 徳島県ホームページ　http://www.pref.tokushima.jp/ 
　○ 気象庁ホームページ　http://www.jma.go.jp/jp/dosha/

○川端老人憩の家　　　　　　（東地区） 
○板野町町民センター　　　　（東地区）
○板野東小学校大坂分校　　　（東地区）
○板野町町民ふれあいプラザ　（西地区）
○板野町南公会堂　　　　　　（南地区）

～ 防災行政無線の放送が電話で聞けます～
防災行政無線テレフォンサービス
フリーダイヤル（通話料無料）

☎ 0120－15－7020
 （携帯・ＰＨＳからも可）
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●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

☎672－6099  ☎0120-783-577（フリーダイヤル）板野町消費生活相談所
むっとしたら救急！ な  や  み　 いつもないない

お問い合わせ

消 費 生 活 相 談 所 か ら の お 知 ら せ
●「認知症等高齢者」の消費者トラブルが過去最高に‼
－家族や周囲の“見守り”と“気づき”が大切－　

　「認知症等高齢者」の消費者トラブルが、２０１３年度に１万件を超え過去最高となりました。
【事例】
　一人暮らしをしていた母の家を片付けていたところ、大量の羽毛布団がおいてあるのに気づいた。訪問販
売で次々と１０件以上も契約させられており、総額で３４０万円もの契約（既支払金額は約３２０万円）になってい
ることがわかった。解約をして返金を求めたい。
【アドバイス】
●日頃から高齢者本人の居室・居宅の様子、言動や態度に変化や不審な点がないか気をつけましょう。
　（不審な契約書や書面、大量の商品、工事の形跡、不審な電話のやりとり等）
●少しでも変化に気づいたら、高齢者本人に声をかけ、経緯を確認し、メモをしておきましょう。
●トラブルや被害にあっていると思ったら、すぐに下記の板野町消費生活相談所にご相談ください。   
　

●第５回「おさいふ学ミニ講座」
　　テーマ：高齢者をめぐる法律トラブル
　　日　時：１１月２１日（金）　午後１時３０分より
　　場　所：町民センター１階　多目的ホール（板野町大寺字亀山西１６９－５）
　　　　　　　参加をご希望の方は、板野町消費生活相談所までお申し込みください。　

９月の相談件数は　７３件　でした。

　「とくしま教育の日」とは、県民の皆さんが教
育について考え、理解を深めていただく日で
す。徳島県では、教育の充実と発展の契機とな
るよう、県条例により、１１月１日を「とくしま
教育の日」と定めています。
　県教育委員会では、市町村、学校、教育機関や
民間団体との連携・協力のもと、１１月１日～７日
の「とくしま教育週間」を中心とした時期に、教
育の振興にふさわしい事業を実施しています。

みんなで｢教育｣について
考えてみませんか。

鳥インフルエンザ鳥インフルエンザのの
感染を防ぎましょう感染を防ぎましょう！！　

　９月末、韓国の肉用あひる農場において、高
病原性鳥インフルエンザ（H5N8亜型）の発生
が確認されました。今後、冬鳥の日本への飛来
が本格化するとともに、ウイルスが侵入するリ
スクが高くなってきます。鳥インフルエンザの
感染を防ぐため、鳥かごや鳥小屋の消毒を徹底
してください。
　野鳥が大量（１０羽以上）に死亡していたり、
重度の神経症状があらわれているのを見つけた
場合は、ただちに役場産業課（☎６７２－５９９４）や、
徳島家畜保健衛生所（☎６３１－８９５０）までご連絡
ください。

●お問い合わせ●

役場産業課　☎６７２－５９９４

１１１１月月１１日日はは

「とくしま教育の日「とくしま教育の日」」です。
 ～はぐくみの心が拓く　未来とくしま～

（とくしま教育の日　標語）

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言
や

相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
：
十
一
月
二
十
一
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

　
場
所
：
町
民
セ
ン
タ
ー

（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
ご
と
の

開
催
で
す
。）

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
          

お
問
い
合
わ
せ

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

　
　
　
☎
六
二
六－

二
〇
八
三

成年後見・
相続・遺言

無料相談会の
お知らせ



いたの　すがお
2014年11月号

１８

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

備考落札率金額（税込み）担当課業者名工事箇所工　　　　事　　　　名番号

抽選８８.９９%９５１,４８０円建設課㈲マルハ土建板野町大坂
豊富宅南　外１件

平成２６年度
町単独土木事業排水工事１

８９.７９%９２１,２４０円建設課㈱金岡組板野町川端
金泉寺北　外１件

平成２６年度
町単独土木事業道路工事２

８９.１９%１,３１０,０４０円建設課㈱月岡組板野町羅漢
長町宅の所

平成２６年度
町単独土木事業道路工事３

抽選８９.１５%１,８１９,８００円建設課㈲橋本土建板野町古城
山本地先　外１件

平成２６年度
町単独土木事業道路工事４

８９.２３%１５,８２０,９２０円下水道課四国通建工事㈱板野町吹田　神木平成２６年度
板野町公共下水道神木３工区管渠築造工事５

８６.８０%１２,８９８,４４０円下水道課㈱小川土木板野町吹田　神木平成２６年度
板野町公共下水道神木４工区管渠築造工事６

抽選８６.６０%１３,２４４,０４０円下水道課㈱小川土木板野町大寺
岡山路

平成２６年度
板野町公共下水道岡山路３工区管渠築造工事７

８６.７１%８,６２４,８８０円下水道課㈱池田組板野町大寺
岡山路

平成２６年度
板野町公共下水道岡山路４工区管渠築造工事８

平成２６年９月２２日入札

入札結果をお知らせします
落札率金額（税込み）担当課業者名委託業務箇所委　託　業　務　名番号

７２.３６%１,５５５,２００円板野保育園㈱新宮建築事務所板野保育園平成２６年度　板野保育園管理棟
耐震診断業務１

６９.４８%１,８６８,４００円板野わかば保育園㈱新宮建築事務所板野わかば保育園平成２６年度　板野わかば保育園
遊戯室棟耐震診断業務２

８９.３０%１３,６０８,０００円下水道課㈱フジタ建設
コンサルタント板野町犬伏字大坪平成２６年度　板野町公共下水道

大坪１工区管渠詳細設計業務３

８９.３７%１２,５２８,０００円下水道課㈱フジタ建設
コンサルタント板野町犬伏字大坪平成２６年度　板野町公共下水道

大坪２工区管渠詳細設計業務４

平成２６年９月２２日入札

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
さ
せ
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
接
す
る
機
会
と
、
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
健
康
と
体
力
増
進

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　　
十
一
月
～
三
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
毎
月
一
回
・
金
曜
日
）

　
十
一
月
二
十
一
日
（
金
）

　
　
　
　
囲
碁
ボ
ー
ル
・
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド

　
十
二
月
十
九
日
（
金
）　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

　
一
月
二
十
三
日
（
金
）　
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス

　
二
月
　
二
十
日
（
金
）　
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
三
月
　
二
十
日
（
金
）　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　　
開
　
始
：
午
後
七
時
三
十
分

　
場
　
所
：
板
野
町
田
園
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
健
康
の
館
ア
リ
ー
ナ

　
対
　
象
：
ど
な
た
で
も

　
参
加
料
：
無
料

　
指
導
者
：
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
健
康
の
館
　
☎
六
七
二－

三
三
三
三

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

　
八
月
十
一
日
（
月
）、
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
徳
島
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
大

洲
東
（
愛
媛
）
戦
を
四
─
三
で
制

し
、
初
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し

た
。

　
八
月
十
七
日
（
日
）
に
Ｊ
Ａ
ア

グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
第
三

十
六
回
全
国
中
学
校
軟
式
野
球
大

会
に
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

第第５５２２回回
四四国国中中学学校校総総合合体体育育大大会会

板板野野中中学学校校
軟軟式式野野球球部部
優　勝
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お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツS

P
O
R
T
S

プログラムの詳細につきましては、健康の館（☎672－3333）へお気軽にお問い合わせください。

板板野野ぴぴょょんん太太ススポポーーツツククララブブ
土金木水火月日

87654311／2

Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室

弓道教室チャレンジ５５グラウンド・ゴルフ
エアロビクス教室

G・G月例

1514131211109

Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
バドサークル
グラウンド・ゴルフ
弓道教室

楽しいテニスサークル

バウンドテニス
スマイル健康講座

エアロビクス教室弓道体験

22212019181716
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室
Jｒ.テニス教室
中級テニス教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
ファミリースポーツ教室
弓道教室

楽しいテニスサークルさわやかテニス
楽しいテニスサークル
バウンドテニス
チャレンジ５５

カローリングサークル
気軽にバド
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
エアロビクス教室
バドサークル
元気スポーツ教室

弓道教室

29282726252423
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニスサークルさわやかテニス
楽しいテニスサークル
バウンドテニス
チャレンジ５５
スマイル健康講座

カローリングサークル
気軽にバド
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
エアロビクス教室
元気スポーツ教室
バドサークル

6543212／130
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニスサークルさわやかテニス
楽しいテニスサークル
バウンドテニス
チャレンジ５５

カローリングサークル
気軽にバド
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
エアロビクス教室
元気スポーツ教室
バドサークル

弓道教室

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

NHK
のど自慢大会

対戦チームキックオフ開催日節
サガン鳥栖１４：００１１／２２（土）第３２節
ガンバ大阪１５：３０１２／６（土）第３４節

J1J1徳島ヴォルティ徳島ヴォルティスス
ホームゲーム試合日程

鳴門大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム
（鳴門総合運動公園陸上競技場）

スポレク祭のため
アリーナ使用できません

NHKのど自慢大会片付け

NHKのど自慢大会準備につきアリーナは使用できません

あさん
ウォーキング
フェスタ
in いたの

町制施行　６０周年記念事業
板野町ゲートボール交流大会

日　時　平成２６年１１月２９日（土）　※小雨決行
　　　　受付／午前８時　　開始／午前８時３０分
場　所　板野町ゲートボール場
参加費　無料
参加対象　どなたでも参加できます。
お問い合わせ
　板野町ゲートボール協会会長　太田　☎６７２－１４９８

施設利用休止のお知らせ
　田園パーク（健康の館・スポーツガーデン）
は、ＮＨＫのど自慢の開催に伴い左記の期間、
施設利用の休止をいたします。
　
【施設利用休止期間】
「健康の館（全館）」
　１１月４日（火）から１１月１２日（水）１７時まで
　
「スポーツガーデン」
　１１月７日（金）から１１月１０日（月）１７時まで
　
　施設利用について、皆様には大変ご不便をお
かけいたしますが、ご理解いただきますようお
願いいたします。
　
　お問い合わせ
　　板野町総務課　　　☎６７２－５９８０
　　板野町教育委員会　☎６７２－０１３６



いたの　すがお
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２０

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　
四
国
八
十
八
ヶ
所
札
所
 金
  泉
  寺
 

こ
ん
 せ
ん
 じ

の
奥
の
院
、
板
野
町
那
東
の
愛
染

院
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
こ
の
欄

で
も
、
板
野
町
古
城
の
 板
  西
 城
主

ば
ん
 ざ
い

赤
澤
 信
  濃
  守
 の

し
な
 の
 か
み

 廟
 
び
よ
う

 所
 と
し
て
、
紹

し
よ

介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
今
回
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場

開
創
千
二
百
年
に
ち
な
み
、
い
ろ

い
ろ
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
私
も
郷
土
板
野
の
四
国
遍
路

の
昔
を
知
る
、
板
野
町
那
東
の
田

尾
次
義
さ
ん
（
八
十
五
歳
）
を
、

九
月
二
十
五
日
午
後
に
訪
ね
、
い

ろ
い
ろ
興
味
深
い
話
を
伺
っ
た
。

　
那
東
の
豊
村
啓
輔
さ
ん
の
紹
介

だ
っ
た
。

　
田
尾
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら
、
愛

染
院
と
な
じ
み
が
深
か
っ
た
。
愛

染
院
は
田
尾
さ
ん
の
家
の
、
す
ぐ

近
く
だ
っ
た
。

　
小
学
校
四
年
生
の
頃
、
愛
染
院

の
水
 汲
 み
を
手
伝
っ
た
。
飲
み
水

く

や
 洗
  濯
 用
に
、
愛
染
院
の
西
側
を

せ
ん
 た
く

流
れ
る
谷
川
の
近
く
の
泉
か
ら
、

 桶
 に
水
を
汲
ん
で
運
ぶ
手
伝
い
を

お
けし

た
。

　
手
伝
い
を
し
た
後
、
愛
染
院
の

 囲
  炉
  裏
 に
当
た
り
、
村
の
年
寄
り

い
 
ろ
 
り

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
世
間
話
を
聞

い
た
。
お
茶
や
お
菓
子
を
よ
ば
れ

る
の
も
、
楽
し
み
だ
っ
た
。

  こ
の
と
き
年
寄
り
か
ら
、「
悪
い

こ
と
は
す
な
よ
」「
礼
儀
正
し
う
せ

え
よ
」
な
ど
と
い
っ
た
、
常
日
頃

の
心
構
え
も
教
え
ら
れ
た
。

　
当
時
愛
染
院
は
、
村
の
集
会
所

み
た
い
で
、
い
ろ
ん
な
人
が
集

ま
っ
た
と
い
う
。
村
長
も
村
会
議

員
も
き
た
。
こ
こ
で
村
の
い
ろ
い

ろ
な
約
束
事
も
 交
 わ
さ
れ
て
い
た

か

と
い
う
。

　
愛
染
院
を
在
所
の
人
は
「
お
不

動
さ
ん
」
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い

る
。

　
子
ど
も
の
楽
し
み
は
、
愛
染
院

の
裏
山
へ
登
る
こ
と
だ
っ
た
。
小

学
校
の
体
育
の
時
間
に
登
っ
た
。

 遊
  山
 に
も
行
っ
た
。
裏
山
に
登
る

ゆ
 さ
ん

途
中
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
札
所

一
ヶ
寺
一
ヶ
寺
の
舟
型
の
石
像
が
、

山
道
の
脇
に
並
び
立
っ
て
い
る
。

　
か
つ
て
は
、
こ
の
裏
山
に
愛
染

院
が
あ
っ
た
と
い
う
い
い
伝
え

が
、
村
に
あ
っ
た
と
の
田
尾
さ
ん

の
話
だ
っ
た
。

　
弘
法
大
師（
空
海
）は
、
千
二
百

年
前
こ
の
愛
染
院
に
 泊
 ま
っ
た
。

と

不
動
明
王
像
を
 彫
 り
、
本
尊
と
し

ほ

た
。
切
り
倒
し
た
木
か
ら
、
仏
像

を
作
る
に
は
、
一
年
以
上
水
に
つ

け
、
乾
燥
さ
せ
、
一
ヶ
月
間
以
上

泊
ま
ら
な
い
と
仕
上
が
ら
な
い
。

弘
法
大
師
は
、
こ
こ
で
一
ヶ
月
は

泊
ま
っ
た
筈
だ
と
い
わ
れ
る
。

　
現
在
の
愛
染
院
の
本
尊
不
動
明

王
像
が
、
そ
の
仏
像
だ
。

　
板
野
町
で
は
、
四
国
八
十
八
ヶ

所
の
 札
  所
 が
、
三
番
金
泉
寺
、
四

ふ
だ
 し
よ

番
大
日
寺
、
五
番
地
蔵
寺
と
あ

り
、
弘
法
大
師
が
そ
の
寺
に
足
を

止
め
た
こ
と
は
、
自
明
の
理
だ

が
、
か
つ
て
山
の
上
に
あ
っ
た
愛

染
院
に
泊
ま
っ
た
事
跡
は
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
現
在
愛
染
院
の
裏
山
は
、
地
元

の
人
に
「
八
十
八
ヶ
所
」
と
呼
ば

れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。
登
る
山

道
に
、
八
十
八
ヶ
所
の
舟
型
石
像

が
あ
り
、
お
四
国
 詣
 り
が
で
き
る

ま
い

か
ら
だ
。

　
山
の
上
の
愛
染
院
に
は
、
水
が

な
い
た
め
、
結
局
現
在
の
場
所
に

 下
 ろ
し
た
と
い
わ
れ
る
。
当
時
愛

お染
院
は
、「
 阿
  弥
  陀
  寺
 」
と
も
呼
ば

あ
 
み
 だ
ん
 じ

れ
て
い
た
と
、
村
の
人
々
の
い
い

伝
え
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
、

田
尾
さ
ん
は
話
し
た
。
山
を
下
り

た
事
跡
は
、
時
期
な
ど
す
で
に
古

い
事
な
ど
で
、 詳
 し
く
は
判
ら
な

く
わ

い
。

　
当
時
弘
法
大
師
が
、
本
尊
と
な

る
不
動
明
王
像
を
 彫
 っ
た
の
で
、

ほ

の
ち
の
ち
「
不
動
院
（
庵
）」
と
呼

ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
村
で
は
昔
か

ら
、「
お
不
動
さ
ん
」
と
い
い
、
親

し
ま
れ
て
き
た
。
現
在
は
「
愛
染

院
」
と
な
り
、
か
つ
て
は
「
 阿
  弥
 

あ
 
み

 陀
  寺
 」
と
も
い
わ
れ
た
。
愛
染
院

だ
ん
 じ

に
は
今
も
、「
阿
弥
陀
寺
」
の
木
札

が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
山
の
上
の
愛
染
院
は
、
水
を
得

る
た
め
、 桶
 で
雨
水
を
受
け
て
い

お
け

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
当
時

那
東
は
「
 五
 
ご

 旧
 」
と
い
っ
て
、
五
、

き
ゆ
う

六
軒
の
家
し
か
な
か
っ
た
と
の
、

田
尾
さ
ん
の
話
だ
っ
た
。

　
田
尾
さ
ん
宅
か
ら
の
帰
り
、

「
八
十
八
ヶ
所
」
に
登
り
、
ミ
ニ
お

四
国
詣
り
を
し
た
。
山
の
上
ま
で

七
、
八
分
、
セ
メ
ン
ト
で
 固
 め
た

か
た

山
道
の
脇
に
、
八
十
八
ヶ
所
の
舟

型
石
像
が
並
び
、 樒
 
し
き
み

が
 供
 え
ら
れ

そ
な

て
い
た
。
番
外
の
寺
も
あ
っ
た
。

愛
染
院
の
住
職
の
話
で
は
、
年
四

回
樒
を
 祀
 る
と
い
う
。

ま
つ

　
頂
上
の
平
地
は
、
現
在
 櫟
 や
山

く
ぬ
ぎ

桜
の
林
と
な
り
、住
職
の
話
で
は
、

未
調
査
の
古
墳
も
あ
る
と
い
う
。

　
か
つ
て
 古
 の
愛
染
院
が
、「
八
十

い
に
し
え

八
ヶ
寺
」の
山
に
あ
っ
た
い
い
伝

え
が
、今
も
村
に
残
さ
れ
て
い
る
。

堤
　
高
数

其
の 

四
十
四

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

那
東
「
八
十
八
ヶ
寺
」
を
歩

那
東
「
八
十
八
ヶ
寺
」
を
歩
くく

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

愛染院八十八ヶ所
石像群



いたの　すがお
2014年11月号

２１

お
知
ら
せ

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

ま
ち
の
う
ご
き
平
成
２6
年
10
月
24
日
現
在

人口のうごき

手作り講座
ペンケース

彩りギャラリー
11月は“毛筆・硬筆作品”です。

平成２6年11月19日（水） 午前１０時～

　彩りの舘では、「彩りギャラリー」の
コーナーにおいて毎月様々な作品を展
示し、皆様のお越しをお待ちしています。

＊材料代5００円が必要です。
＊参加希望の方は、彩りの舘まで事前に
　申し込んでください。
　お問い合わせ　彩りの舘　☎６７２－５４４５

日時

彩りの舘場所
針、糸、はさみ用意する物

彩りの舘からのお知らせ

前月比合　計南地区西地区東地区

△　9　6,6371,6911,2403,706男

△14　7,2071,7661,3664,075女

△23　13,8443,4572,6067,781合　計

　　1　5,5441,3021,0303,212世　帯

氏
　
　
　
　
　
名

廣
　

田
　

千

代

榮

犬

伏

數

雄

吉

田

聰

子

杉

内

一

男

坂

東

秀

雄

近

藤

秀

雄

島
　

本
　

シ

ゲ

コ

福

内
　

彰

田

村

正

直

安
　

喜
　

三

和

子

水
　

口
　

コ

マ

ツ

岡
　

勝

之

年
　
　
齢

　91　82　68　80　75　87　107　78　85　99　92　80

住
　
　
所

羅
　
　
漢

大
　
　
寺

大
　
　
寺

川
　
　
端

大
　
　
寺

那
　
　
東

大
　
　
寺

吹
　
　
田

下
　
　
庄

吹
　
　
田

大
　
　
寺

那
　
　
東

親
　
の
　
氏
　
名

　
大
　
 
　
孝
　
宗
　
・
　

張
　
　

 

佐
　
野
　
　
　
聡
　
・
　

　
祥
　

濱
　
田
　
陽
　
平
　
・
　

美
　
咲

松
　
本
　
　
　
隆
　
・
　

晃
　
代

子
　の
　名

 結
 　
 菜
 

ユ
 

ナ

 晴
 

サ
ヤ
カ 碧

 

ア
オ

 圭
 　
 太
 

ケ
イ
 

タ

住
　
　
所

川
　
端

羅
　
漢

犬
　
伏

川
　
端

性
　別

女女男男

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
すす

夫
　
の
　
氏
　
名

稲
　
井
　
宏
　
規

住
　
　
所

西
　
中
　
富

妻
　
の
　
氏
　
名

松
　
村
　
さ
や
か

住
　
　
所

鳴
　
門
　
市

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
すす



いたの　すがお
2014年11月号

２２

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
１1

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
１2

日56789　10　11　12　13　14　15　16
曜
日水木金土日月火水木金土日

行
　
事
/
事
　
業

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

立
冬

町
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
予
選
会
　
開
演
午
前
　
時
（
開
会
午
前
　
時
　
分
）

６０

１１

１１

４５

町
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」　
開
演
午
前
　
時
　
分
（
開
場
午
前
　
時
）

６０

１１

４５

１１

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１２

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診
　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

総
合
健
診
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
前
８
時
～
　
時
　
分

１０

３０

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　
午
後
２
時
　
分
～
３
時

３０

あ
さ
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
　
い
た
の
（
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
）　
午
前
８
時
　
分

in

３０

（
　
㎞
受
付
午
前
７
時
　
分
～
・
４
㎞
受
付
午
前
９
時
　
分
～
）

１０

３０

３０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

日123456789　10
曜
日月火水木金土日月火水

行
　
事
/
事
　
業

特
設
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
～
４
時

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

１
歳
６
ヶ
月
児
聴
力
検
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
前
９
時
～
９
時
　
分
１５

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

健
康
教
室
「
糖
の
学
習
会
」（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
市
）　
午
後
３
時
　
分
～

３０

大
雪

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１２

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０Ca
le
nd
ar

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●



いたの　すがお
2014年11月号

２３

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

日　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30
曜
日月火水木金土日月火水木金土日

行
　
事
/
事
　
業

健
康
教
室
「
糖
の
学
習
会
」（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
６
時
　
分
～
８
時

３０

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
２
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

巡
回
職
業
相
談
（
東
公
会
堂
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
囲
碁
ボ
ー
ル
・
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
（
健
康
の
館
）　
午
後
７
時
　
分
～

３０

小
雪

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
市
）　
午
後
２
時
～

勤
労
感
謝
の
日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

振
替
休
日

健
診
結
果
説
明
会
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

心
配
ご
と
交
通
事
故
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

乳
児
計
測
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
９
時
～
９
時
　
分
３０

乳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

栄
養
・
歯
科
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

当
番
医

担
当
時
間

　
平
日
：
　
時
～
　
時
　
分

１８

２２

３０

　
休
日
：
９
時
～
　
時
　
分

２２

３０

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月11　月
日56789　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23

曜
日水木金土日月火水木金土日月火水木金土日

病
院
名

井

上

医

院

春
藤
内
科
胃
腸
科

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

か
ま
だ
眼
科

高
田
整
形
外
科
病
院

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク

堀
口
整
形
外
科

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

つ
か
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

越
智
外
科
胃
腸
科

山
田
外
科
内
科

吉
野
川
病
院

山
田
外
科
内
科

小
松
泌
尿
器
科

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

住
所
/
電
話
番
号

松
茂
町

6
9
9－

8
0
7
0

松
茂
町

6
9
9－

3
7
7
7

松
茂
町

6
9
9－

2
7
8
7

藍
住
町

6
9
3－

1
0
2
1

北
島
町

6
9
8－

0
3
0
3

松
茂
町

6
7
8－

8
5
8
5

北
島
町

6
9
8－

8
6
8
9

北
島
町

6
9
8－

5
1
5
7

北
島
町

6
9
8－

8
6
5
5

北
島
町

6
9
8－

5
1
1
1

藍
住
町

6
9
3－

3
0
2
0

北
島
町

6
9
7－

2
3
2
3

北
島
町

6
9
8－

0
3
0
3

北
島
町

6
9
8－

3
1
1
1

北
島
町

6
9
8－

5
5
0
0

北
島
町

6
9
8－

6
1
1
1

北
島
町

6
9
8－

5
5
0
0

藍
住
町

6
9
2－

1
2
7
7

松
茂
町

6
9
9－

2
7
8
7
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病
院
名

か
ま
だ
眼
科

片

山

医

院

新

居

内

科

田
根
内
科
胃
腸
科
医
院

い
の
も
と
眼
科
内
科

竹

本

内

科

堀
口
整
形
外
科

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク

つ
か
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

浜

病

院

こ
ま
つ
ば
ら

整

形

外

科

井

上

病

院

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

ル
ナ
ウ
イ
メ
ン
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク

く
ぼ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

香

川

内

科

住
所
/
電
話
番
号

松
茂
町

6
7
8－

8
5
8
5

北
島
町

6
9
8－

2
6
2
5

北
島
町

6
9
8－

8
8
0
8

北
島
町

6
9
8－

0
1
2
3

北
島
町

6
9
8－

8
8
8
7

板
野
町

6
7
2－

0
1
7
4

北
島
町

6
9
8－

5
1
1
1

北
島
町

6
9
7－

2
2
2
1

北
島
町

6
9
7－

2
3
2
3

北
島
町

6
9
7－

3
2
1
3

藍
住
町

6
9
2－

2
3
1
7

北
島
町

6
9
8－

5
1
0
8

板
野
町

6
7
2－

1
1
8
5

北
島
町

6
9
8－

5
1
5
7

北
島
町

6
9
7－

2
3
2
2

北
島
町

6
7
8－

7
1
4
1

藍
住
町

6
9
2－

9
7
7
0

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、変
更
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
電
話
し
て
か

ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。



いたの　すがお
2014年11月号

２４

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

『
み
ん
な
の
う
ん
ど
う
か
い
』

板
野
西
幼
稚
園

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子

　
本
園
で
は
春
季
大
運
動
会
を

終
え
、
秋
に
は
子
ど
も
た
ち
が
企

画
・
進
行
を
す
る
『
み
ん
な
の
う

ん
ど
う
か
い
』
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
小
学
校
の
一
年
生
を
招
待

し
、
交
流
の
一
環
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
競
技
種
目
は
、
各
ク
ラ
ス
で
案

を
出
し
合
い
決
め
て
い
き
ま
し

た
。「
リ
レ
ー
が
し
た
い
。」「
こ

ん
な
の
は
ど
う
？
」
と
た
く
さ
ん

の
意
見
が
出
た
り
、
友
達
や
保
育

者
と
相
談
を
し
た
り
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
今
年
も

準
備
体
操
か
ら
始
ま
り
、
障
害
物

リ
レ
ー
、
玉
入
れ
、
ま
と
あ
て
、

宝
探
し
、
ダ
ン
ス
や
歌
に
決
ま

り
、
子
ど
も
た
ち
は
本
番
を
楽
し

み
に
準
備
活
動
に
移
っ
て
い
き

ま
し
た
。
一
年
生
へ
の
招
待
状

作
り
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
看
板
作

り
、
飾
り
つ
け
用
の
花
や
旗
作
り

等
、
年
長
児
が
主
と
な
り
子
ど
も

た
ち
全
員
で
作
り
上
げ
て
い
く

姿
は
、
と
て
も
頼
も
し
く
成
長
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
迎
え
た
本
番
で
は
、

相
手
に
負
け
な
い
よ
う
に
と
競

い
合
っ
た
り
、
頑
張
る
姿
を
応
援

す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
見
ら

れ
た
り
し
て
、
各
年
齢
で
の
成
長

の
差
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
最
後
は
、
一
年
生
と
園
児
が

そ
れ
ぞ
れ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た

り
、
み
ん
な
で
『
と
も
だ
ち
い
い

ね
』
の
曲
に
合
わ
せ
て
、
友
達
と

の
触
れ
合
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
み
ん
な
の
う
ん
ど
う
か
い
を

通
し
て
、
自
分
た
ち
で
や
り
遂
げ

る
満
足
感
や
充
実
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
、
一
年
生
と
の
交
流

も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
ま
た
一
回
り
大

き
く
成
長
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

●
お
は
な
し
会
 

日
時
　
十
一
月
十
五
日
（
土
）

　
　
　
午
後
二
時
三
〇
分
～

会
場
　
文
化
の
館
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
無
料
で
す
。

　●
新
し
く
は
い
る
本
 

神
坐
す
山
の
物
語
 

浅
田
　
次
郎
／
著

べ
ん
け
い
飛
脚
 

山
本
　
一
力
／
著

風
花
帖
 

葉
室
　
　
麟
／
著

物
語
の
終
わ
り
 

湊
　
か
な
え
／
著

3
時
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
 柚
木
　
麻
子
／
著

鳥
た
ち
 

よ
し
も
と
ば
な
な
／
著

分
水
嶺
 

笹
本
　
稜
平
／
著

ず
っ
と
あ
な
た
が
好
き
で
し
た

 

歌
野
　
晶
午
／
著

家
族
シ
ア
タ
ー
 

辻
村
　
深
月
／
著

純
喫
茶
「
一
服
堂
」
の
四
季

 

東
川
　
篤
哉
／
著

怪
し
い
店
 

有
栖
川
有
栖
／
著

ト
オ
リ
ヌ
ケ
　
キ
ン
シ
 加
納
　
朋
子
／
著

あ
し
た
　
あ
さ
っ
て
　
し
あ
さ
っ
て

 

森
山
　
　
京
／
作

ど
う
ぶ
つ
　
た
い
じ
ゅ
う
そ
く
て
い

 

聞
か
せ
や
。
け
い
た
ろ
う
／
文

「
あ
・
そ
・
ぼ
」
や
で
！

 

く
す
の
き
し
げ
の
り
／
作

ア
ヤ
カ
シ
さ
ん
 

富
安
　
陽
子
／
作

き
み
は
知
ら
な
い
ほ
う
が
い
い

 

岩
瀬
　
成
子
／
作

ぼ
く
は
き
み
で
　
き
み
は
ぼ
く

 

ル
ー
ス
・
ク
ラ
ウ
ス
／
作

お
し
ゃ
れ
教
室
 
ア
ン
・
フ
ァ
イ
ン
／
著

「W
on
d
erfu

l
S
tory

」

 

伊
坂
幸
犬
郎
　
他
／
著

　
伊
坂
幸
太
郎
・
大
崎
梢
・
木
下
半
太
・

横
関
大
・
貫
井
徳
郎
。
人
気
作
家
五
人

が
、「
犬
」
に
ち
な
ん
だ
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

夢
の
競
演
。
犬
を
テ
ー
マ
に
し
た
五
つ

の
物
語
が
紡
ぎ
出
さ
れ
た
！

　
昔
話
で
お
な
じ
み
の
犬
も
い
れ
ば
、

地
名
の
由
来
に
な
っ
た
犬
も
い
る
。
は

た
ま
た
、
悪
者
が
連
れ
て
き
た
犬
も
い

る
し
、
人
の
た
め
に
働
く
盲
導
犬
や
、

や
た
ら
と
見
つ
め
て
く
る
犬
も
…
…
。

　
個
性
豊
か
な
犬
た
ち
が
踊
る
小
説

「
ワ
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」、
こ
こ
に
登
場
！

　「ほ
ん
を
ひ
ら
い
て
」

 
ト
ニ
・
モ
リ
ス
ン
＆
ス
レ
イ
ド
・
モ
リ
ス
ン
／
文

　
お
て
ん
き
の
わ
る
い
日
に
、
さ
み
し

い
通
り
や
、
ゴ
ミ
す
て
場
の
前
を
通
っ

て
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
図
書
館
で
し

た
。
さ
あ
、
ほ
ん
を
ひ
ら
い
て
―
。
本

を
読
む
楽
し
み
、
知
る
こ
と
、
想
像
す

る
こ
と
の
大
切
さ
…
。
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
受
賞
作
家
ト
ニ
・
モ
リ
ス
ン
と
そ
の

息
子
ス
レ
イ
ド
・
モ
リ
ス
ン
が
や
さ
し

い
言
葉
で
語
り
か
け
ま
す
。

11月・12月の休館日　表中　　
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
十
月
十
六
日
、
徳
島
東
部
地

域
体
験
観
光
市
町
村
協
議
会
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
つ
う
ら
が

わ
に
～
」
が
板
野
町
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
撮
影
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
ぼ
く
ら
か

わ
に
～
ズ
」
に
あ
わ
せ
て
、「
か

つ
う
ら
が
わ
に
～
」
と
職
員
が

役
場
庁
舎
前
や
あ
せ
び
温
泉
な

ど
で
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
。

　
撮
影
し
た
動
画
は
完
成
後

Y
ouT

ube

で
公
開
さ
れ
る
予

定
で
す
。

あ
と
が
き

№
224

文
化
の
館
だ
よ
り

11 月
土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423

30

12 月
土金木水火月日
654321
13121110987
20191817161514
27262524232221

31302928

みんなでダンス楽しいね‼

平均台、上手に渡れるかな。


